
　

■
各
界
に
よ
る
ま
ち
ぐ
る
み
組
織

　

実
行
委
員
会
は
、
名
誉
会
長
に
白
老

町
長
、
顧
問
に
町
議
会
議
長
、
ア
イ
ヌ

協
会
理
事
長
が
務
め
て
い
ま
す
が
、
会

長
は
熊
谷
威
二
商
工
会
会
長
、
副
会
長

４
人
は
観
光
協
会
会
長
、
建
設
協
会
会

長
、
町
内
会
連
合
会
会
長
、
文
化
団
体

と
観
光
経
済
の
一
体
的
推
進
に
よ
る
ま

ち
の
活
性
化
」
で
す
。
そ
し
て
実
現
手

法
と
し
て
文
化
庁
な
ど
の
「
日
本
博
」

採
択
を
受
け
、「
白
老
文
化
芸
術
共
創

R
O
O
T
S&
A
R
T
S

」
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
白
老
に
根
付
く
文
化
伝

承
・
人
の
営
み
（RO

O
T
S

）
を
、
住

民
と
多
様
な
来
訪
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

連
絡
協
議
会
会
長
、
そ
し
て
委

員
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
青
年
会

議
所
、
文
化
芸
術
関
連
企
業
・

団
体
と
、
各
界
で
構
成
す
る
民

間
主
体
の
ま
ち
ぐ
る
み
組
織
で

す
。
熊
谷
会
長
や
事
務
局
を
担

当
す
る
中
村
諭
さ
ん
（
商
工
会

事
務
局
長
）
ら
は
「
趣
旨
に
賛

同
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

白
老
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
ん

で
し
ょ
う
ね
」
と
反
響
の
大
き

さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
観
光
協

会
や
「
白
老
お
も
て
な
し
ガ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
の
会
合

も
積
極
的
に
重
ね
、
仲
間
の
輪

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
文
化
芸
術
と
観
光
経
済
の
融
合

　

目
標
は
「
白
老
の
文
化
芸
術

　

■
ま
ち
の
大
き
な
柱
に

　

メ
ン
バ
ー
ら
は
「
実
行
委
や
実
施
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
い
わ
ば
接
着

剤
。
軌
道
に
乗
っ
た
ら
産
業
と
し
て
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し
て

い
ま
し
た
。
同
実
行
委
連
絡
先
は
、
し

ら
お
い
創
造
空
間
「
蔵
」
内　

☎
82

－

５
６
５
３
。

作
品
化
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ら
が
既
に
町
内
で
動
き

出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
各

展
示
は
９
、
10
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
情
報
や
広
報

活
動
を
発
信
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ラ
ジ
オ
番
組
「
週
間
ラ
ジ
オ
ウ

タ
リ
」
の
配
信
も
既
に
行
っ
て
い

ま
す
。

品
を
、
空
き

店
舗
や
展
示

ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
発
表

し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

「
シ
ル
キ

オ
（
ア
イ
ヌ

語
で
「
模
様

の
付
い
た
」

の
意
）
│
」
は
、
神
話
や
伝
承
、
歴
史

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
文
献

調
査
、
住
民
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
、

掛
け
ま
す
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
│
」
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
地
域
に
一
定
期
間
招

へ
い
し
て
、
地
域
住
民
と
の
交
流
や
地

域
の
文
化
資
源
を
通
し
て
制
作
し
た
作

ポ
ロ
ト
湖
、
ア
イ
ヌ
文
化
、
食
、

元
陣
屋
資
料
館
、
飛
生
、
倶
多
楽

湖
な
ど
と
、
い
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
持
っ
て
い
る
財
産
が

生
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら

を
外
か
ら
、
し
か
も
文
化
芸
術

と
い
う
視
点
を
生
か
し
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
、
今
年
度
は

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
白
老
」
と
「
シ
ル
キ
オ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
事
業
を
手

シ
ョ
ン
を
通
し
て
再
発
見
・
再
構
築

（A
RT
S

）
す
る
内
容
で
す
。

　

■
今
年
度
は
２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

　

熊
谷
会
長
ら
は
「
白
老
は
ウ
ポ
ポ
イ
、

「白老が持っている財産を生かしたい」と語る
熊谷会長（右）と清水尚昭副会長

白老文化観光推進実行委員会

　大正末期の石倉のレトロ感を武器に、音楽や演劇などのイベントを通し文化・芸術を発信してきた
ＮＰＯ法人しらおい創造空間「蔵」は今年度、運営の在り方を再考。「20年間ためてきた力を今に合
わせ発信、実践し、町民の集いの場に」と、新たな方向性を打ち出しています。６月には、さまざま
な分野が加わったまちぐるみで地域の活性化を目指す「白老文化観光推進実行委員会」が立ち上がり
ました。日本の美を体感する国家プロジェクト「日本博」の採択を受け、白老の文化芸術と観光経済
の一体的な推進でまちの魅力向上を目指しています。両団体の活動が今、注目されています。


